
６ 害菌と害虫

�１ 害菌の種類

ほだ木には種々の害菌が発生し、シイタケ菌の健全な生育にさまざまな障害を与えるが、シ

イタケ菌におよぼす影響により害菌は大きく次の３つのグループに分けられる。

ア 菌寄生性菌類

ほだ木（種駒）林内に伸長しているシイタケ菌糸を殺して自分の栄養にしてしまうグルー

プで、もっとも大きな被害を与える。 （例） トリコデルマ菌 ボタンタケ類

イ 木材腐朽性菌類

シイタケ菌と同様に木材を腐朽して自分の栄養にしてしまうグループで、原木あるいはシ

イタケ菌が伸長していないほだ木材内に侵入し、畑作物の栽培で発生する雑草のように養分

を横取りする。（例）カイガラタケ、カワラタケ、ダイタイタケ、キウロコタケ、チャシワ

ウロコタケなど。

ウ 材変色菌類（軟腐朽菌類）

立木あるいは原木時にすでに材内に侵入していることが多く、シイタケ菌を殺したり、養

分を横取りする性質はないが、シイタケ菌の材内伸長を抑制し、ほだ化を遅らせる（図１４）。

（例）アクレモニウム、リノクラディエラ、セラトシスティスなど

図１４ アクレモニウムおよびリノクディエラのシイタケ菌糸伸長に及ぼす影響
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�２ 発生頻度

ほだ木上には１５０種以上の害菌が

発生するが、高頻度に発生する種は

２０～３０種とそれほど多くない（表６

～７表）。また、地域、その年の気

象条件により個々の種の発生頻度に

は多少の変動があるが、過去１５年間

高頻度に発生する種はほとんど変わ

っていない。

１９５９年～１９７５年（小松 １９７６） ※：高頻度に発生が認められた種。

表６ 木材腐朽性の害菌（担子菌類）

１）中国、四国、九州地方（太平、有田）
２）中部地方（有田、前川）

発生順位 １９７２年１） １９８２年２）

１ アナタケ ダイダイタケ
２ カワラタケ チャシワウロコタケ
３ ダイダイタケ キウロコタケ
４ キウロコタケ カワラタケ
５ カイガラタケ アナタケ
６ チウロコタケ コガネカワタケ
７ ニクウスパタケ カイガラタケ
８ ワサビタケ ハナレハリタケモドキ
９ ニクハリタケ ワサビタケ
１０ ヌルデタケ ヌルデタケ

種 名 採取標本数 発生時期（月）
※Ｈypocrea schweinitzii
（和名：クロボタンタケ）

１６１ （－５）６－９（－１１）

Ｈ.pseudostraminea
（ヒボクレア・プソイドストラミネア）

４２ ７－１０（－１１）

Ｈ.peltata
（和名：オオボタンタケ）

３９ （７－）８－１０

Ｈ.lactea sensu Ｄoi
（ヒボクレア・ラクテア）

４２ （７－）８－９（－１２）

Ｈ.lutea
（ヒボクレア・ルテア）

２４ ８－１０（－１２）

Ｈ.albofulva
（ヒボクレア・アルボフルバ）

２２ （６－）８－１０（－１１）

Ｈ.albocornea
（ヒボクレア・アルボコルネア）

１５ （７－）８－１０（－１２）

Ｈ.pseudogelatinosa
（ヒボクレア・プソイドゲラチノーサ）

１４ ７－６（－１０）

Ｈ.nigricans
（和名：カラスノボタンタケ）

１２ ７－９（－１０）

Ｈ.centri－sterilis
（ヒボクレア・セントリステリリス）

１ ７

Ｈ.spp ２１ ６－９

※Ｔrichoderma harzianum
（トリコデルマ・ハルチアナム）

３２７ （５－）６－８（－１０）

※Ｔ.viride
（トリコデルマ・ビリディ）

３１８ （５－）７－９（－１０）

Ｔ.pseudokoningii
（トリコデルマ・プソイドコニンギー）

４５ ７－８（－９）

Ｔ.koningii
（トリコデルマ・コニンギー）

１３ ７－９

※Ｔ.polysporum
（トリコデルマ・ポリスポラム）

３３７ （４－）５－７

Ｔ.spp ４７ （６－）７－８（－９）

表７ 菌寄生性の害菌（ヒポクレアおよびトリコデルマ属菌）
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表８ 材変色菌類

�３ 侵入時期および侵入経路

害菌のほだ木（原木）への侵入時期は種類により異なる。トリコデルマ菌類のように植菌後、

主に種駒の頭から侵入するものもあれば、中にはすでに生立木時に侵入しているものもある（図

１５）。害菌の多くは、その胞子が風、雨水あるいは昆虫（ダニ、キクイムシ）などによってほ

だ木（原木）に伝搬するが、種によっては害菌自身が生長拡大することにより伝搬（接触感染）

するものもある。

図１５ 害菌の侵入時期と侵入経路

注）１９８２年７月、中部地方（４地区）、４３ほ場か

ら持ち帰ったほだ木１２３本について、材内菌を

分離培養して調査した。検出されたカビの仲間

は４３種以上に及んだ（有田、前川）。

菌 群 頻 度（％）

アクレモニウム属 ６７

フィアロフォーラ菌 ２９

リノクラディエラ菌 １２

侵 入 経 路
侵 入 時 期

材 変 色 菌 類 木材腐朽菌類 菌 寄 生 菌 類

立ち木 ○ ○

伐 採 後

◎ ◎

玉 切 り 後

◎ ◎

植 菌 後

△ ◎ ◎
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�４ 発生環境

シイタケ栽培が行われる自然環境下では害菌となりうる菌類は、落枝、落葉、腐植、土壌な

どいたるところに生息している。しかし、これらによって、被害が発生するか否かは環境条件

によって決定されるといっても過言ではない（図１６）。

図１６ 害 菌 発 生 の 要 因

害菌の好む環境条件は害菌の種類によって異なる（表９）が、環境条件の中でも伏せ込み場

（ほだ場）の害菌密度（菌量）、温度、湿度およびほだ木材内の水分量（含水率）が被害発生

のもっとも大きな要因となる。

表９ 環境条件と発生しやすい害菌の種類

種 類

直射日光を受けたほだ木

１）５～９月

クロボタンタケ、アラゲニクハリタケ、ヒイロタケ、アラゲカ

ワラタケ、スエヒロタケなど

２）３月～（原木または初年ほだ木）

クロコブタケ、シトネタケ、ニマイガワキン、胴枯病菌など

生木状（高含水率）ほだ木 ゴムタケ、ダイダイタケ、アクレモニウムなどの材変色菌類など

多 湿 環 境 ヒボクレア・パキバシオイデス（白色トリコデルマ）など

高 温 多 湿 環 境

カワラタケ、キウロコタケ、アナタケ、チャシワウロコタケなどの

多くの木材腐朽性菌類、トリコデルマ・ハルチアナム、ヒボクレア・

ラクテアなどの菌寄生性菌類など
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ア 害菌密度（菌量）

同じ伏せ込み場を連続して使用すると、土壌中のほだ木残渣および栄養分の増大を招く。

その結果、トリコデルマなどの害菌の増殖に好条件となり、害菌密度（菌量）が増加し、被

害が発生しやすくなる（図１７．１８、表１０）。

図１７ 地表面における糸状菌の菌数比較 図１８ 糸状菌数に占めるトリコデルマの比率
（曳町ら、１９７５） （曳町ら、１９７５）

表１０ 連作ほ場における種菌活着率と害菌侵害率

（沢：１９７６、改変）

項目
ほ 場

�

連 作 年 数

０ １ ２ ３ ４ ５ ７ ８ ９

活

着

率

�％

� ９９．５ ９４．６ ８１．１

� ９８．６ ９６．３ ９０．０

� ９９．０ １００．０ ９６．１

	 ９８．３ ９４．６ ８８．４

害
菌
侵
害
率
�％

� １０．５ １．８ １８．３

� ２．３ ４．１ ８．４

� ３．１ ４．３ ８．５

	 ４．３ １２．７ ７．３

調 査 年 ４７ ４８ ４９ ４７ ４８ ４９ ４７ ４８ ４９
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イ 温 度

害菌類は種により生育好適温度が異なるが、その多くは２５～３０℃においてもっとも良好な

生育を示し、シイタケ菌の生育好適温度よりもやや高い（表１１）。そのため、シイタケ菌は

高温下において害菌による障害を受けやすくなる（図１９）。

表１１ 害菌の生育温度
（有田）

イ 好低温菌群（適温が２６℃以下、最高温が３４℃以下）

ワサビタケ、ネンドタケ、シハイタケ、白色トリコデルマ

ロ 好中温菌群（適温が２４～３２℃、最高温４０℃以下）

クロコブタケ、キボタンダケ、緑色トリコデルマ、ゴムタケ、カワラタケ、チウロコタ

ケ、キウロコタケ、キンイロアナタケ、ダイダイタケ、チャシワウロコタケ、シワタケ、

カイガラタケ、ニクハリタケ、ニクウスバタケ。

ハ 好高温菌群（適温が３２℃以上）

アラゲカワラタケ、スエヒロタケ、ヒイロタケ、キカイガラタケ、ケシワウロコタケ、

クロボタンタケ、アラゲニクハリタケ。

種 類
生 育 温 度

適 温 限 界 温
ヒ イ ロ タ ケ ４０ ℃ １２ ～ ４４℃
ク ロ ボ タ ン タ ケ ２８ ～ ３６ ７ ～ ４３
アラゲニクハリタケ ３２ ～ ３４ ～ ４０
アラゲカワラタケ ３４ ～ ３５ １０ ～ ４５
ス エ ヒ ロ タ ケ ２８ ～ ３５ １０ ～ ４２
カ ワ ラ タ ケ ２５ ～ ３０ ４ ～ ３５
カ イ ガ ラ タ ケ ３０ １０ ～ ４０
ヌ ル デ タ ケ ２５ ～ ２８ １０ ～ ３１
ニ マ イ ガ ワ キ ン ２４ ～ ３０ ５ ～ ４０
シ ト ネ タ ケ ２５ ５ ～ ３０
ク ロ コ ブ タ ケ ２８ ～ ３１ １０ ～ ３５
チ ウ ロ コ タ ケ ２０ ～ ２８ １０ ～ ３８
キ ウ ロ コ タ ケ ２５ ～ ３０ ４ ～ ３５
ゴ ム タ ケ ２５ ～ ３０ １０ ～ ３６
Ｔ．ハルチアナム ２４ ～ ３０ ７ ～ ３８
緑色トリコデルマ ２８ ～ ３２ ７ ～ ３６
ワ サ ビ タ ケ ２５ １０ ～ ３１
ニ ク ウ ス バ タ ケ ２５ ～ ３０ ４ ～ ３５
シ ワ タ ケ ３０ １０ ～ ３６
ダ イ ダ イ タ ケ ２８ １０ ～ ３５
キ ボ タ ン タ ケ ２５ ～ ３０ １０ ～ ３５
コ ウ ヤ ク タ ケ ２６ ～ ３２ １０ ～ ３５
ネ ン ド タ ケ ２５ １０ ～ ３１
ア ナ タ ケ ３０ １０ ～ ３４
白色トリコデルマ ２４ ～ ２５ ５ ～ ３１
ア ク レ モ ニ ウ ム ２７ ５ ～ ３３
リノクラディエラ ２７ ５ ～ ３３
アクロドンティウム ２７ ５ ～ ３３
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図１９ 木粉培地中での害菌菌叢のシイタケ菌糸伸長阻害

純粋培養したときのシイタケ菌糸の伸長を１００とした（有田、前川）

ウ 湿度およびほだ木の含水率

害菌類の多くは多湿環境下で発生しやすく、とくにほだ木含水率が高いとき、その障害を

受けやすくなる（表１２）。

表１２ トリコデルマのほだ木侵害に与える気中湿度とほだ木含水率の影響
（２５℃、１０日間培養）

１）－はほだ木侵害の認められないことを示し、＋は侵害の程度を示す。（小松 改変）

供 試 菌
湿 度 ７５ ％ 湿 度 １００ ％

ほだ木含水率�% 侵害度１） ほだ木含水率�% 侵害度

Ｔrichoderma viride （Ｂ－２１５） ２０．８ － ２３．１ －

（緑色トリコデルマ） ５０．５ － ５０．７ + +

Ｔ．viride （ＣＨ－１９２） ２５．５ － ２１．５ －

（緑色トリコデルマ） ５１．６ ＋ ５１．３ + +

Ｔ．polysporum （Ｂ－２２０） ２２．６ － ２４．５ －

（白色トリコデルマ） ５４．９ － ５１．９ + +

Ｔ．polysporum （Ｔ－１７９） ２３．９ － ２０．６ －

（白色トリコデルマ） ４７．５ ＋ ５７．２ + + +
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�５ トリコデルマ、ボタンタケ類の生理・生態

ア トリコデルマ、ボタンタケ（ヒポクレア）の生活環（図１９、表１３）

図１９ ボタンタケ（トリコデルマ）の生活環
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表１３ ボタンタケ時代とカビの時代の関係

※ ほだ木上では採集されていない。 （小松）

イ 分生胞子発芽におよぼす温度と湿度の影響（表１４）

表１４ 分生胞子の発芽最適温度（小松）

注）温度が発芽適温から上下隔たるにつれて発芽所要時間が長くなり、また発芽率が低下する。

Ｐerfect state Ｉmperfect state
（完全世代） （不完全世代）

Ｈypocrea schweinitzii ←→ Ｔrichoderma longibrachiatum
（和名：クロボタンタケ） （トリコデルマ・ロンギプラチアタム）

Ｈ．nigricans ←→ Ｔ．harzianum
（和名：カラスノボタンタケ） （トリコデルマ・ハルチアナム）

Ｈ．pachybasioides ←→ Ｔ．polysporum
（ヒポクレア・パキパシオイデス） （トリコデルマ・ポリスポラム：

通称白色トリコデルマ）

Ｈ．albofulva ←→ Ｔ．viride
（ヒポクレア・アルボフルバ） （トリコデルマ・ビリディー）

Ｈ．muroiana ←→ Ｔrichoderma sp
（ヒポクレア・ムロイアナ） （トリコデルマの一種）

Ｈ．pseudogelatinosa ←→ Ｔrichoderma sp
（ヒポクレア・プソイドゲラチノーサ） （トリコデルマの一種）

Ｈ．lutea ←→ Ｇliocladium deliquescens
（ヒポクレア・ルテア） （グリオクラディウム・デリクエセンス）

Ｈ．pseudostraminea ←→ Ｇliocladium sp
（ヒポクレア・プソイドストラミネア） （グリオクラディウムの一種）

※Ｈ．pulvinata ←→ Ａcremonium sp
（ヒポクレア・プルビナータ） （アクレモニウムの一種）

Ｈ．lactea sensu Ｄoi ←→ sterile（分生胞子なし）
（ヒポクレア・ラクテア）

Ｈ．peltata ←→ sterile（分生胞子なし）
（和名：オオボタンタケ）

種 名 適 温 所 要 時 間

Ｔ．longibrachiatum ３０ ～ ３５℃ （１０ 時 間）

Ｔ．polysporum ２０ ～ ２５℃ （４０ 時 間）

Ｔ．viride ２５ ～ ３０℃ （２０ 時 間）
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ウ 侵入時期および侵入経路

１）初期侵入（シイタケ植菌後約半年間）

シイタケ種菌が活着し、初期伸長の段階で、まだ林内全体にシイタケ菌が蔓延していな

いようなほだ木では主に種駒の頭からトリコデルマ菌は侵入する。

２）後期侵入（シイタケ植菌後約半年以降）

シイタケ菌糸が充分に蔓延したほだ木では、主に以下の部位からトリコデルマは侵入す

る。

ａ）被害ほだ木との接触部

ｂ）シイタケの採取跡、ほだ木樹皮の傷跡、あるいはほだ木の切断面などのシイタケ菌糸

の裸出部

ｃ）ほだ木の接地部

ｄ）ほだ木外樹皮の亀裂部（条溝）や皮目。

ｅ）ほだ木上の他の害菌の子実体

�６ 害菌の予防防除

ア ほだ場（伏せ込み場）の衛生

１）廃棄ほだ木、害菌発生ほだ木の除去

２）地面に堆積している落葉、腐植層、ほだ木残渣の除去

イ 化学的予防防除

シイタケほだ木栽培における害菌（主にトリコデルマ菌類）防除薬剤として３種類の農薬

が登録認可されているが、使用方法は法的に規制されている（表１５）。

表１５ 農薬使用方法

１）長 所

ａ）低濃度（１０ｐｐｍ）ではシイタケ菌に影響がなく、トリコデルマを含む多くの不完全

菌類（カビ類）、子のう菌類に対し選択毒性を示す。

ｂ）人畜に対し毒性が低い。

２）短 所

ａ）木材腐朽性の害菌には効果がない。

ｂ）ほだ木材内には浸透しないため、材内に侵入しているトリコデルマ菌類に対しては効

薬剤名 使用濃度 使 用 時 期 総使用回数 使用法

ベ ノ ミ ル 水 和 剤 ５００ppm 収穫３０日前まで ３回以内 ほだ木散布

チアベンタゾール水和剤 ６００ppm 植菌直後から梅雨明けまで ３回以内 ほだ木散布

チアベンダゾール液剤 １，０００～
２，０００ppm 植菌直後から梅雨明けまで ３回以内 ほだ木散布
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果がない。

ｃ）トリコデルマ菌類の感染期は４月～１０月と長いため薬剤散布時期を決定することが難

しく、その効果もはっきりしない。

ｄ）シイタケの「自然食品」、「健康食品」あるいは「無農薬食品」としてのイメージを低

下させる。

ウ 生理・生態的予防防除

害菌類の侵害を受けないようほだ木材内のシイタケ菌を健康に管理することは予防防除

の基本姿勢である。また、栽培方法や環境要因などによって被害の発生度は大きく変動す

る。害菌類の生理・生態的性質を把握し、シイタケ菌の生育にとって好適で、害菌類にと

っては不適な環境を作ることが大切であり、そのための栽培管理上の要点を下記する。

○ 立枯れの少ない林の原木を使用する。

○ 原木は黄葉初期に伐採し、葉の蒸散作用を利用して速やかに乾燥する。

○ 玉切った原木はなるべく早く植菌する。

○ 原木の死節あるいは樹皮損傷部の回りには余分に種菌を植える。

○ 植菌した種駒の上面裸出部は封ろうで被覆し、トリコデルマ菌の感染経路を断つよう

にする。

○ 仮伏せのまま長時間放置すると、降雨などにより多湿になり、トリコデルマが種駒の

頭から侵入しやすくなるのでシイタケ菌の活着後は本伏せに移す。

○ 伏せ込み地には、表層土の深い場所やくぼ地を避け、排水がよく、夏に山風、谷風の

発生する場所、あるいは空気が淀みなく流れる場所を選ぶ。

○ 伏せ込み場を連続して使用すると、ほだ木のくずが土壌に混入して、トリコデルマな

どの害菌が増加し、連作障害が現れやすいので、毎年同じ場所にほだ木を伏せ込むこと

は避ける。

○ 植菌したほだ木はもちろん、植菌前の原木であっても３月以降の直射日光は避ける。

○ 雨あがりには、ほだ木表面が速やかに乾くように風通しのよい伏せ込みをする。

○ 笠木や人工庇陰は、周囲を十分張り出し、とくに西日がほだ木に当たらないようにす

るとともに雨や風が通りやすいかけ方にする。

○ 生木状のほだ木は、天地返しや上下の積み替えをおこない、材の枯死を促す。

○ ５月から８月にかけて下草刈りを数回おこない、ほだ木が高温高湿で蒸れないように

する。

○ 害菌に汚染されたほだ木は隔離または焼却する。
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�７ 害虫とその防除

ア ほだ木の害虫とその被害

図２０ ほだ木における害虫被害の模式図

害 虫 名 被 害

ハ ラ ア カ コ ブ カ ミ キ リ

キ イ ロ ト ラ カ ミ キ リ

ミ ド リ カ ミ キ リ

エ グ リ ト ラ カ ミ キ リ

ク ビ ア カ ト ラ カ ミ キ リ

シ ラ ケ ト ラ カ ミ キ リ

クリストフコトラカミキリ

タ カ サ ゴ シ ロ カ ミ キ リ

これらのカミキリムシ類の産卵対象樹（幼虫の食樹）は、枯死

したクヌギやコナラなどの原木である。したがって、シイタケ

菌糸が伸長する前の育成ほだ木は最も被害を受けやすい。

カミキリムシ類の幼虫は、内樹皮ならびに辺材表層部を食害す

るので樹皮下に空隙ができる。そのため、シイタケ菌糸の伸長

が妨げられて害菌の侵入が促進される。

ナ ガ ゴ マ フ カ ミ キ リ

ヨ ツ ス ジ ハ ナ カ ミ キ リ

ツ マ グ ロ ハ ナ カ ミ キ リ

これらのカミキリムシ類は、腐朽材も食害するので、育成ほだ

木だけでなく２～３年ほだ木も被害を受ける。

ハ ン ノ キ キ ク イ ム シ

そ の 他 の キ ク イ ム シ 類

育成ほだ木の樹皮面から材中心部に向けて穿孔する。孔道が細

いのでシイタケ菌糸の伸長は妨げない。

シイタケオオヒロズコガ

ホソマダラホソカタムシ

育成ほだ木の種菌あるいは樹皮面のシイタケ菌糸裸出部から侵

入し、シイタケ菌糸ならびに腐朽材を食害する。また、発生し

たシイタケも食入する。

キ マ ワ リ

ユミアシオオゴミムシダマシ

ある程度腐朽のすすんだほだ木内を食害し、大きな空洞をあけ

る。ほだ木の崩潰ならびに害菌の侵入を促進する。
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○ 主なカミキリムシの生態と加害様式

（カミキリムシの防除）

カミキリムシ類の被害は、シイタケ菌糸のまん延が遅れると大きくなる。植菌時期を早め

てシイタケ菌糸の生長をはかることが何より大切である。種菌の植え穴数を増やすのも効果

的。

ハラアカコブカミキリの被害地では防虫ネットをかけて産卵を防ぐ。

図２１ 食菌性昆虫の生態と防除

（防除対策）

� 新植ほだ木への侵入を予防する。

（２年ほだ木と違う場所に伏せる。風通しをよくする。）

� ほだ木の外に出たときが駆除の好機

（ほだ木の合わせ目、接地部の幼虫、蛹を駆除する－組み替え、浸水など。）

産 卵 羽化脱出 産 卵 方 法 幼虫の食害 脱 出 孔

ハラアカコブ

カ ミ キ リ
４～５月

９ 月

（成虫越冬）

かみ傷をつけて
産卵

辺材の上部を食
害

周囲がギザギザ
した穴

ナガゴマフ

カ ミ キ リ
６～７月 翌６～７月

キイロトラ

カ ミ キ リ
５～６月 翌４～５月

樹皮と材のすき
間、材の割れ目
に産卵

内樹皮食害後材
中に侵入する。

楕円形の穴
ミ ド リ

カ ミ キ リ
５～６月 翌４～５月
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イ 生シイタケの害虫

トビムシＡ：Ｈypogastrura reticulata など Ｂ：Ｃeratophysella denticulata など

（防 除）

キノコムシ類：きのこを採り忘れしない。適期に採る。

トビムシ類：ほだ木を立てる前にほだ場の環境を整備する（落葉などの掃除、庇陰調節）。

キノコバエ類：きのこの発生環境を明るく清潔にする。過湿にしない。屑シイタケを放置

しない。

ウ 乾シイタケの害虫

乾シイタケを食害する虫の代表は、ガ類ではコクガ、甲虫類ではハウカクムネヒラタム

シの２種である。乾シイタケの保管中に大きな被害を受けることがある。なお、乾シイタ

ケの流通過程で問題となるのはほだ木や生シイタケの害虫のことが多い。とくに、シイタ

ケオオヒロズコガの発見頻度が高い（下表）。

輸出検査荷口から発見された昆虫の発見頻度数

表中の数字は発見頻度数、（ ）内の数字は％ （農林規格検査所調査報告）

（コクガの生態と防除）

成虫は４月から１０月の間に３回発生（年３世代、１世代約５０日）、湿気のもどった乾シイタ

ケが食害される。予防は十分乾燥することと、低温で保管すること。駆除は再乾燥による。６０

害 虫 名 主な加害時期

ニホンホソオオキノコムシ 成虫：秋
幼虫：晩春

セモンホソオオキノコムシ ６～１０月

ト ビ ム シ 類 Ａ：冬～春
Ｂ：初夏から秋

キ ノ コ バ エ 類 一年中

シイイタケオオヒロズコガ 晩 春

調査期間 １９８３年（１～１２月） １９８４年（１～１２月） 計

発見された
昆 虫

調査件数 ５６４ ５９２ １，１５６

発見件数 １３８ １５１ ２８９

コ ク ガ ２３（４．１） １５（２．５） ３８（３．３）

ハウカクムネヒラタムシ １３（２．３） １７（２．９） ３０（２．６）

ニホンホソオオキノコムシ ６（１．１） ５（０．８） １１（１．０）

キ ノ コ ム シ 類 ２３（４．１） １８（３．０） ４１（３．５）

シイタケオオヒロズコガ ８５（１５．１） １０５（７．７） １９０（１６．４）

そ の 他 の 昆 虫 ３０（５．３） ３２（５．４） ６２（５．４）

昆虫以外（おもにヤスデ類） ６（１．１） ５（０．８） １１（１．０）
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℃、１５分あるいは５０℃、１時間処理で死滅する。シイタケ内部に熱が通っているか確認するこ

とが大切。

７ 露地発生

しいたけの発生には、ほだ木に水分を必要とする。特に、古ほだは保水力が少ないため、水分

の補給が必要である。

�１ 発生操作

発生操作は、その時の気象条件やほだ場の環境、ほだ木の状況、品種などに応じた作業を進

め、無駄な操作や労力はさける。

発生操作の留意点は次のとおりである。

○ 栽培品種の特性をは握し、ほだ場の環境に合った適切な操作を行う。

○ 冬期は水分が少ないので水管理、特に古ほだなどは、散水によって水分をもたせ、効果の

大きい発生作業を行う。

○ 秋、春出しを問わず、発生操作の実施には気温、天気予報に注意し、浸散水施設や防風垣

なども有効に利用する。

○ 発生操作は、労力配分、乾燥能力を考慮し、一度に実施せず、ほだ木を数回分けて行うよ

う計画を立てる。

�２ 発生促進

しいたけ発生の促進法としては、しけ打ち、ほだ倒し、散水、浸水、ほだ木移動（ほだ回し、

天地替えし）、鉈目打ち、ビニール被覆などの発生作業がある。

ア しけ打ち

降雨中にほだ木の木口面を木槌でたたく方法で、二次菌糸の分裂とガス交換により芽切り

促進させる効果がある。しけ打ちは、ほだ木を倒さないから操作が簡単で、ほだ倒しに比べ

ると、ほだ木の受ける刺激も軽く、部分的になりやすい、発生個数を抑えて、形の大きなき

のこを採るとき、この方法がよく使われる。

イ ほだ倒し

ほだ倒しは、作り子操作として、もつとも多く普及しており、また、確実に発生させる方

法である。降雨が予測されるとき、また、降雨中にほだ木を地面に倒し、水分と打木刺激及

び接地面の放射冷却による、温度刺激により芽切りを促す方法で、発たけを見てからほだ木

を元のように立てかける操作である。

春出しの場合は冬、初春の乾燥期にほだ木に水分をもたせるため、１２月中頃からほだ木を

地面に倒しておき、気温が、低温発生品種の発生適温（５～１５℃）に上昇して、きのこが発

生し親指大に成長したのちに、ほだ木を元にもどして立てかける。
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ウ 散 水

スプリンクラーなどの散水施設を設けて、天候の変化にあまり左右されることなく、しい

たけを発生させるのが散水の目的である。

散水施設を導入した、本県の散水操作事例を照介すると、

散水、しけ打ちをしようとするほだ場は、７～８月の間に下刈、風通しをよくし、ほだ木

の天地返し、ほだ回しなどをする。散水は、品種によって異なるが、自然発生する時期に行

うと効果が大きく、発生量が多く、品質もよい。発生時期が近づくと気温に注意し、品種に

あった発生気温で、特に、最低、最高気温の差が１０℃前後になった頃に行う。ほだ木が乾燥

している場合は、散水の１週間前に予備散水を、きのこが発生しない程度に行う。

本散水の時期や推量は、その時の天候やほだ木の状態によって異なるが、ほだ木を倒す場

合は、一昼夜散水してからほだ倒しをし、引き続き散水する。ほだ木を倒さないで散水する

場合は、一昼夜ぐらい散水した後、しけ打ちをしながら散水を行う。散水は一昼夜必要であ

り、３～４才の古ほだは約２倍ぐらい行う。

なお、散水することによって同じほだ木で、一秋に２～３回きのこを発生させた事例もあ

る。

エ 浸 水

きのこの発生操作としては、江戸時代より最も長く利用されている方法で、現在では、生

しいたけ栽培での発生操作として広く普及している。

露地発生操作の場合でも、古ほだや過乾燥ほだ木は多少の降雨や散水では、十分な給水が

得られない為、浸水した方が効果が大きい。

浸水時間は、ほだ木の新・旧・大・小等によって異なるがおよそ１２時間～４８時間ぐらいが

適当である。

オ ほだ木移動

ほだ回し、天地替しなどの刺激できのこの発生も期待できる。ほだ回し、天地替えしの方

法は、ほだ木の管理の項を参照されたい。

カ 鉈目打ち

本県では、地域によっては鉈目打ちの方法を取り入れている所もある。

鉈目打ちは、急峻なほだ場や水利の悪いほだ場などで、給水を促すために行う。鉈目打ち

によりほだ木の靭皮部の菌糸膜を破り、材内に水分を補給することと打木刺激の効果などが

ある。

キ ビニール被覆

芽を切ったきのこが、寒さと水分不足で生長を止めているとき、ビニールで覆い保温、保

湿をはかってきのこの生長を助ける。

ビニールの被覆効果は、南面または東南向きの暖かいほだ場ほど大きい。雨の多いときや、
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湿度の高い場所では、ビニールの下を開けて換気をはかる。ほだ木の水分が少ない場合は、

散水などでほだ木に水分を十分与えてから、地面までビニールを覆ってきのこの生長を促す。

ク 袋掛け

袋掛けは、発生した幼茸が親指ぐらいの大きさになったとき、

その１枚１枚にビニールを掛け良品生産を目指す作業である。

袋の大きさは、生長した時のきのこの大きさに合わせて選定し、

袋をきのこと木の間にはさむ方法とホッチキス等でほだ木に止

める方法がある。きのこが雨子状になった場合は、天候をみな

がら採取する２～３日前に袋を取り除いて日和子にしてから採

取する。最近、応用的な使用方法として、ビニールを約１５－１８

�の長方形に切断し、レインコート状にきのこの上から掛ける

方法で効果をあげている例もある。

８ 採 取

しいたけは、品種により発生時期が異なるが、普通春と秋の発生が多い。また、しいたけは、

芽を切ってからの気温、降水など気象条件に大きく左右されることが多いので、採取時期を逸さ

ないことが肝要である。

�１ 採取時期

採取の時期がしいたけの良し悪しおよび商品としての価値を左右するので、採取適期を誤ら

ないようにする。

ア 銘柄別採取適期

�ア ドンコ

ドンコの場合は、冬から秋にかけて低温、低湿で生長するので、日数がかかり、水分も

少ないものが採れる。かさの開き具合は、膜の切れ始めた５～６分開きぐらいまでに採る。

�イ コウコ

コウコの場合は、６～７分開きの肉厚の重いきのこを採るようにする。最近は、厚肉の

きのこが、贈答用品として需要が多い。

�ウ コウシン

コウシンは、製品にしてかさが全開せず、巻き込みがあるものが優れている。この適期

は８～９分開きのときで、かさの縁が内側に巻いているときである。

しかし、９分開きを目標では、労力や天候の急変などで、採り遅れる場合があるので、

７～８分開きの早採りすることが望ましい。

開き過ぎでは、バレ葉、カケ葉の原因となり、商品価値を落とす結果となる。

採取は、日和子で採り、雨子採りはできるだけ避ける。
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�２ 採取、運搬

ア 採取要領

しいたけはドンコ、コウコ、コウシンなど気象条件作柄に基づく、適期採取が大切である

ことは、先に述べたとおりである。

また、採取は、遅れるよりも早採りがポイントで、歩留まりの高い、日和子で早採りする

こと、採取や乾燥の手間、品いたみも少なくてすむ。

採取に当たっての注意事項は次のとおりである。

採取は適期を厳守する。

水分の多いきのこはいたみやすく、乾燥時間が長くかかるので、できるだけ乾かして採る。

○ きのこは、足元をねじるようにして採り、かさやひだには極力手をふれない。

○ きのこは、大・中・小ぐらいに分けて採取すると、乾燥やその後の作業が楽である。

○ 採ったきのこは、あまり重ならないように入れるものに軽く入れる。

イ 容 器

運搬容器は浅く、風通しのよいものを使用し、積みかえや移しかえを避ける。

採取かごや運搬容器は、大きなものより、小さな容器を数多く使うほうが、蒸れやいたみ

が少ない。

ウ 運 搬

採取したきのこは早く乾燥場に運ぶ。採取から乾燥時間は短いほどよい。

ほだ場から乾燥場への運搬、積みおろしの際の動揺を少なくすることが大切である。

エ 採取後の注意事項

�ア 採取後は長く放置しない。かごのまま長時間おくと、乾燥してもヒダの色落ちが起こり

良品とならない。

�イ 採取したしいたけは、移し替えをさけ、乱雑に扱わないようにする。

�ウ 乾燥場に運んだら直ちに、エビラに並べて乾燥する。

�エ エビラに並べるとき、雨子はもちろんのこと、日和子でも重ねないようにする。

�オ しいたけは選別（大葉、中葉、小葉、厚肉、薄肉等）しながらエビラに並べると、乾燥

仕上げが一様となる。

９ 乾 燥

しいたけは、乾燥することによって長時間保存ができ、しかも一層香味を増すことにより、商

品価値を高めることができる。

乾燥は、天日乾燥から始まって、最近は科学的に考案された優秀な乾燥機が市販されている。

乾燥方法も、自然通風式と強制通風式等があり、乾燥機には多くの種類がある。

熱源も、天日から木炭、煉炭、薪、重油、灯油に変わり、乾燥方法も間接的に加熱する間熱式
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や熱源が節約される直熱式等が採用されている。機能的には温度、風速、排気の調節が自由にで

き、かつ温度変化が少なく、良質の乾しいたけが早く仕上がることが必要で、この点も研究され

ている。

また、乾しいたけは、仕上がり後の品質（形、色沢、香気）が重視され、乾燥前のしいたけの

採取、取扱い、乾燥の巧拙等が直接収益の増加、減少にひびくから、乾燥技術に習熟し、良品を

生産するよう努力しなければならない。

しいたけの乾燥については、参考資料「シイタケ乾燥の実際と理論」を参照されたい。

１０ 選別、包装、保管

�１ 選 別

市場性を高め、有利な販売をめざすためには、規格のそろった良品のしいたけを出荷するこ

とが大切である。選別には、個人選別と共同選別の方法がある。

ア 個人選別

生産者は、山成品からドンコ、コウコ、コウシン（大葉、中葉、小葉）、格外品程度に分

けておく（表６参照）。この程度の選別は先に述べたように、エビラにかけるまでの選別で

十分達成されているので、乾燥が終了したら、同じ銘柄のものを出荷箱に詰めて森林組合に

出荷すると、共同選別のとき手間がかからなくてすむ。ただし、選別中にきのこをカゲ葉に

すると、商品価値が著しく低下するので十分に注意する。

イ 共同選別

森林組合へ出荷されてきたしいたけは、需要の用途別に規格選別し、問屋や仲買業者の手

間と金利負担を軽減することにより、商品価値が一層高くなる。

共同選別によって多角販売が可能となるため、生産者へのメリットがより大きくなる。

ウ 選別方法

しいたけは、用途に応じて購入、販売されるので、規格別に選別が完全にできていれば、

有利な価格で取り引きされる。

選別の方法つまり、どのようにして選別するかは、市場の好みにしたがうのが当然で、消

費動向にそった、望まれているものを規格に選別し、市場価値を高めてゆくことが大切であ

る。

最近の消費傾向として、消費者の好みは、厚肉系に移行しつつある。また、各地消費地と

も進物用は別として、中葉、小葉の使いやすいものが、ごく日常的に使える料理材料として

一般家庭に受けられている。

なお、表１６は、県森連の乾しいたけ選別規格表である。
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表１６ 乾しいたけ選別表（愛媛県森林組合連合会）

�２ 包 装

容器は、県森連規格のダンボール箱の利用が望ましい。商品の荷いたみや湿気、カビ、害虫

等の侵入を防ぐため、ポリ袋とターポリン紙を併用する。

容器には適量を入れ、詰め過ぎや、すき間が生じないようにする。

また、品柄、品質の異なったものを詰め合わせにする場合は、品質別にポリ袋に入れ、ポリ

袋ごとに正味重量と送り番号を明記した送り状を入れる。箱の表には、詰め合わせの明記を忘

れないようにする。

包装のとき、箱の表はガムテープやヒモ止めにする。

規定以外のダンボール箱や半箱は流通単位として、そぐわないので規定の箱にまとめて出荷

する。

�３ 保 管

生産されたしいたけを１時ストックし、市場価格をみながら出荷量を調整する方法として、

低温による保管倉庫（保管適温は２～５℃ぐらい）の設置、利用である。

本県では、県森煉に調整保管低温倉庫が設置され、調整販売が強力に促進されている。

表１７は、県森連のしいたけ保管施設である。

特大葉・大葉
〈中肉ウスハ８～９分開き〉 大きさ 特大葉 １１�以上

大 葉 ８～１１�

中葉
〈中肉ウスハ混り８～９分開き〉 大きさ 大 ６～８�

小 ４～６�
小葉 〈中肉ウスハ混り８分全開〉 大きさ ３～４�

セロ香信（上）
〈中肉ウスハ混り丸形のもの〉 大きさ 大 ６～８�

小 ４～６�

セロ香信（並）
〈中肉ウスハ混り８分～全開〉 大きさ 大 ６～８�

小 ４～６�
コウコ 〈厚肉丸形の８分開きのもの〉 大きさ ６�以上

花どんこ
〈天白茶花で厚肉６～７分開き〉 大きさ 大 ４～６�

中 ３～４�

上どんこ
〈厚肉丸形で６～７分開き〉 大きさ 大 ４～６�

中 ３～４�

並どんこ
〈中肉で６～７分開き、厚肉 大きさ 大 ４～６�
７分開き以下の変形のもの〉 中 ３～４�

小 ２～３�
小玉（小粒）どん
こ大葉バレ・特大
バレ
低級品
シャミ

〈中厚肉丸形のもの〉 大きさ ０．９～２１�
〈中肉ウスハ、開きすぎ〉 大きさ ８０�以上
〈煮え子、黒子、変色のもの、変形のもの〉
〈中ウスハ香信変形のもの〉 大きさ ２．４�以下
〈中厚肉丸形小粒どんこ以下〉 大きさ ０．９�以下
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表１７ しいたけ保管施設（平成５年３月現在）

１１ 販 売

販売の経路としては、個人販売、商人販売、系統販売などの方法がある。

年鑑を通じて安定した価格で取り引きされるのは、系統販売による方法である。しいたけの流

通については、参考資料「しいたけの流通機構図」を参照されたい。

�１ 個人販売

しいたけ生産者が個々に選別、包装、荷造りして直接自分の手で、個別に市場へ出荷するも

ので、個人販売は業者市場を中心に販売されている。特に系統機関の未整備の地域に多くみら

れ、取引価格も不安定である。

�２ 商人販売

しいたけ生産者の間に商人が介在するケースである。生産者は未選別のまま、あるいは庭先

で直接取引をして販売するもので、中間利潤をあげていく商人資本的な性格があるので、販売

は必ずしも有利とはいえない。

�３ 系統販売

系統組織としては、森林組合＝県森連しいたけ市場、農協＝県経済連全農市場等の系統があ

る。

特に本県では、森林組合＝県森連系統が主体で、その出荷率は７０％以上と圧倒的に多く集荷

している。

�４ 有利な販売

本県では、昭和３６年に県森連によって系統共販市場を新設、拡大によって流通機構は大きく

変化するとともに、販売の改善正量化が図られた。そのことが生産意欲の向上、生産量の急速

な増大となり、生産指導の成果とあいまって、全国上位の年間販売量を有することとなり、県

森連しいたけ市場の果たしてきた役割は大きい。

今後さらに、販売を有利に進めるには、森林組合など系統組織の充実と地域共同体としての

指導体制の拡充強化をはかり、生産者を中心とする末端の集荷組織の確立により、規格のそろ

った良品を継続出荷できるように、生産者が県森連並びに森林組合等の出荷諸施設を満度に活

用し、系統共販の一元化に努めることである。

このことは、先に述べたように生産者が安心して共同出荷できる体制であろう。

建築月日 建 物 貯蓄倉庫 低温倉庫 事 務 所 保管能力 備 考
松 山 椎 茸
市 場


２，３３４


１，２１７


９１７


２００

�
１３５，０００

木造二階建て
鉄筋平家建て

大 洲 椎 茸
事 務 所

９００ ２４０ ６００ ６０ ８８，０００

合 計 ３，２３４ １，４５７ １，５１７ ２６０ ２２３，０００
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